
今回は、GL-7400高速液体クロマトグラフィー(HPLC）シ

リーズを用いたボグリボースの分析をご紹介します。

ボグリボースは、食物中の糖類の消化の最終段階であ

る二糖類から単糖類への分解を行うα-グルコシダーゼの

働きを阻害して腸からの糖の吸収を妨げ、糖尿病患者で

特に問題になる食後の血糖値の急上昇を防いで病気の

進行を抑える作用があります。

標準溶液測定例
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1 1. ボグリボース(12 mg/L)HPLC条件
カラム : Asahipak NH2P-50 4E (250 × 4.6 mm I.D.)
ガードカラム : Asahipak NH2P-50G 4A (10×4.6mm I.D.)
溶離液 : A) CH3CN

B) 20 mM Na2HPO4 (pH 6.5; 20 mM NaH2PO4)
A/B = 63/37, v/v (gradient mixer)

反応液 : 12 mM NaIO4 + 50 mM Taurine
流量 : 溶離液; 0.5 mL/min.

反応液; 0.5 mL/min.
カラム温度 : 25 ℃
反応温度 : 100 ℃
検出 : FL Ex 350 nm, Em 430 nm
注入量 : 50 μL

日本薬局方では、第十五改正からボグリボースを新規

に掲載し、純度試験としてペンタエチレンヘキサアミノ化ポ

リビニルアルコールポリマービーズを充填したカラムを用い

たポストカラムHPLC-蛍光法を採用しています。

今回は薬局方に準拠したカラムでの分析例をご報告いた

します。

(T. Fukaya)

RT (min) Area
平均 17.874 17282477
RSD (%) 0.974 1.02

R2 = 0.9999
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システム適合性試験

1. 標準溶液を10倍希釈したものについて分析したとき、

ピーク面積が標準溶液の7～13 %となる(検出の確認)
2. 分析を6回行ったとき、ボグリボースのピーク面積の相対

標準偏差が 3.0 %以下である

検出の確認 : 9.27 %
相対標準偏差 : 1.02 % (表1）

今回の結果
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Structures are created using Chemistry 4-D Draw 
which is provided by ChemInnovation Software, Inc.

表1: ボグリボースの溶出時間、
面積値の再現性

図1: ボグリボースの検量線
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				RT (min)		Area

		1		18.167		17135923

		2		17.950		17052256

		3		17.897		17301422

		4		17.813		17304583

		5		17.723		17556093

		6		17.693		17344586

				RT (min)		Area

		平均 ヘイキン		17.874		17282477

		RSD (%)		0.974		1.02
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Conc. (mg/L)

Area

162105

329829

845712

1646602

3416282

8856583

17767169



Voglibose

		0.12		162105		162105

		0.24		329829		320541		302214		329829

		0.6		845712		901600		888669		845712

		1.2		1646602		1642126		1671321		1646602

		2.4		3416282		3530514		3380056		3416282

		6		8856583		8308394		8856583

		12		17767169		17481732		17657004		17767169

		N		RT		Area

		1		18.167		17135923

		2		17.950		17052256

		3		17.897		17301422

		4		17.813		17304583

		5		17.723		17556093

		6		17.693		17344586

		平均 ヘイキン		17.874		17282477.17

		RSD (%)		0.974		1.02
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HPLC装置：GL-7400 シリーズ

2

3

5

番号 品名 型番

1 蛍光検出器 GL-7453A

2,3 ポンプ×2台 GL-7410
4 キャリアリザーバー GL-7480
5 カラムオーブン GL-7430
6 オートサンプラー GL-7420
7 反応ユニット Flom Model 522

分析カラム ： Asahipak NH2P-50 4E 250 ×4.6 mm i.d. (Shodex)    Cat. No. 5055-12611
プレカラム ： Asahipak NH2P-50G 4A 10 × 4.6 mm i.d. (Shodex)

カ ラ ム

Pump Column oven（25 ℃）

Pump Ex   : 350 nm
Em  : 430 nm

0.5 mL/min

0.5 mL/min

50 μL

ピークタフティー（3方）

GL-7430

250x4.6 mm

Autosampler

デガッサー内蔵

反応コイル

7 m×0.5 mm

流路図

反応液

FL DetectorReaction Oven (100 ℃)

溶離液A 溶離液B

4

6
7

GL Sciences LC Technical Note


Sheet1

		

		溶離液　組成 ヨウリエキソセイ

		A：溶離液 ヨウリエキ										溶離液プログラム ヨウリエキ										番号 バンゴウ		品名 ヒンメイ		型番 カタバン

		*クエン酸三ナトリウム（2H2O） サンサン		8.14g								ポンプA						ポンプB				1		蛍光検出器		GL-7453A

		塩化ナトリウム エンカ		7.07g						Time		A：溶離液 ヨウリエキ		B：溶離液 ヨウリエキ		C：洗浄液 センジョウエキ		D：反応液 ハンノウエキ				2,3		ポンプ×2台 ダイ		GL-7410

		*クエン酸(H2O） サン		20.00g						0		100						100				4		キャリアリザーバー		GL-7480

		エタノール		100.0mL						10		100						100				5		カラムオーブン		GL-7430

		*カプリル酸 サン		0.1mL						45				100				100				6		オートサンプラー		GL-7420

										56				100				100				7		反応ユニット ハンノウ		Flom Model 522

		B：溶離液 ヨウリエキ								56.1						100		100

		*クエン酸ナトリウム（2H2O） サン		26.67g						63						100		100

		塩化ナトリウム エンカ		54.35g						63.1		100						100

		*クエン酸(H2O） サン		6.10g						100		100						100

		*カプリル酸 サン		0.1mL

		C：洗浄液 センジョウエキ

		水酸化ナトリウム スイサンカ		8.0g

		*カプリル酸 サン		0.1mL

		D：反応液 ハンノウエキ

		ホウ酸 サン		30g

		水酸化ナトリウム スイサンカ		16g

		*Brij-35		4.0mL

		オルトフタルアルデヒド/エタノール		800mg/10mL

		2-メルカプトエタノール		0.2mL
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